
山口 薫 「花ちりはな咲く」 1966年 油彩

令和2年度上半期のご報告
（令和2年4月1日～9月30日)



　 は、金融業務を通じて、地元中小企業の皆さまの事業の発展や、地域住民の皆さまの豊かな暮らしのお手伝いを
することで、地域社会の持続的発展に努めています。
　また、金融サービスの提供にとどまらず、環境、文化、教育、福祉、防犯といった面においても、広く地域社会のお役に立つ
活動に取り組んでいます。

 ●新型コロナウイルスに関する取組み
資金繰り相談窓口の設置
　新型コロナウイルスの影響を受けているお客さまからの新規お借入
や、ご返済条件の変更に関するご相談にお応えするため、2月3日より
相談窓口を設置しています。
　また、お客さまのご相談にきめ細かにお応えするため、ゴールデン
ウィーク期間中にも一部店舗や 相談プラザに「休日相談窓口」
を設置し、ご相談に対応しました。

資金繰りを支援する商品および条件変更手数料免除の取扱い
事業者のお客さま向け：「 ビジネス応援団 新型コロナウイルス感染症対策支援資金」

   （お取扱期間：令和3年3月31日まで）
個人のお客さま向け　：「 生活資金支援ローン」

   （お取扱期間：令和2年12月30日まで）
感染拡大の影響を受けているお客さまのご利用中のお借入に関し、5月1日より当面の間、返済条件変更手続きにかかる手

　数料を免除しています。
※新型コロナウイルスに関する商品など、詳しくは窓口、営業担当者までお問い合わせください。

感染拡大防止に向けて
　お客さまの健康と安全を守り、感染拡大を防止するため、 では職員のマスク着用、飛
沫感染防止用の窓口アクリルボードの設置等さまざまな取組みを行っています。

 ● １日巡回経営相談サービス
　一般社団法人群馬県中小企業診断士協会と提携し、取引先企業を訪問して経営診断および経営課題の解決へ向けたアド
バイスを行う「1日巡回経営相談サービスⅠ型」を実施しています。
　また、平成30年度からは、株式会社船井総合研究所と業務提携し、より具体的な提言を行う専門家派遣サービス「1日巡回経
営相談サービスⅡ型」も実施しています。
　	 は、これからも2つのサービスを併用しながら、ライフステージに応じたコンサルティン
グなど、取引先企業へ実効性の高いサポートの実現を目指していきます。

 ● 事業サポート
　 では、事業者の皆さまが抱えるさまざまな課題に対して、共に向き合い、解決に向けた
手法を考えるために「事業サポート相談」を実施しています。相談申込書により寄せられた内容に
対し、一つひとつ丁寧に相談に応じ、課題解決に向けたサポートを行っています。

 ●社会貢献債（ソーシャルボンド）の購入
　 は、独立行政法人国際協力機構（JICA）が発行する社会貢献債（ソーシャルボンド）「第
55回国際協力機構債券」1億円を9月28日に購入しました。
　本債券で調達された資金はJICAが実施する政府開発援助（ODA）の有償資金協力事業を通じて、開発途上地域の経済・社
会の発展と日本および国際社会の健全な発展のための資金として活用されます。

よきパートナーとして

フロアマーキング

令和2年度上半期トピックス
〜たかしんのSDGsへの取組み〜

ご相談窓口
 全営業店の融資窓口（出張所を除く）
　受付時間：		平日 9：00～15：00	

	（高崎市場支店は8：00～15：00）
  相談プラザ 
（フリーダイヤル	0120 - 603-796）
　受付時間：		平日 	 9：00～19：00	

土日 10：00～17：00

SDGs（エスディージーズ）：国連が提唱する「持続可能な開発目標
	（Sustainable	Development	Goals）」の略称です。



令和2年度上半期トピックス

全店一斉クリーンアップ活動 特殊詐欺防止啓蒙活動献血運動 警察署から感謝状

　 では、地域の皆さまに文
化・芸術を身近に感じ、親しんでい
ただきたいとの思いから、本店本部
の玄関ホールに田村能里子制作に
よる壁画（9.2m×10.4m）や本店西
側の道路に面した屋外に彫刻（ブロ
ンズ）を展示し、開放的で親しみや
すい空間を演出するとともに、数々
の企画展を開催しています。７月２０
日から10月23日まで、本店ギャラ
リーにおいて「山口薫＆田嶋宏行展」
を開催し、山口の油彩15点、田嶋
の版画１３点の作品を展示しました。

アートの香り

住宅ローンなどの各種個人ローン等のご相談・受付を
平日は夜７時、土日は夕方５時まで承ります。相談プラザのご案内

相談プラザ 営業のご案内
お 取 扱 業 務 ●住宅ローン、自動車ローン、教育ローンなど各種個人ローンに関するご相談・受付

●年金、資産運用に関するご相談
営 業 日 ●平日および土・日曜日（12月31日～1月3日と祝日を除く）
営 業 時 間 ●平　　 日　 9：00～19：00　●土・日曜日　10：00～17：00
住 所 ●高崎市貝沢町1283-1（ 貝沢支店内）
電 話 番 号 ●フリーダイヤル　0120-603-796

　群馬労働局から次世代育成支援対策推進法に基
づく特例認定企業として、 は「プラチナくる
みん認定」を6月10日に取得しました。「プラチナ
くるみん」とは「子育てサポート企業」（従業員の子
育てにやさしい企業）として「くるみん認定」を取得
した企業が、さらに高い水準の取組みを行い、特
例認定基準を満たした場合に取得できる制度です。

は今後も職員一人ひと
りがいきいきと働き、能力を最大
限に発揮できる環境づくりに努め、
地域の皆さまのお役に立つ活動
に積極的に取り組んでまいります。

次世代育成支援対策推進法に基づく
「プラチナくるみん認定」の取得

プラチナくるみん

地域社会貢献活動
●地域に貢献するボランティア活動への取組み
▶「全店一斉クリーンアップ活動」を実施。毎月1回、店舗の周辺地域を清掃。（4月8日～）
▶	役職員による募金96,802円を、群馬県信用金庫協会を通じて上毛新聞社「愛の募金」に寄付。（6月16日）
▶	献血運動に協力し、役職員59名が参加。（6月16日）

●振り込め詐欺等特殊詐欺被害未然防止への取組み
▶	 は、振り込め詐欺をはじめとした特殊詐欺の撲滅に向けて、お客さまへ積極的な声掛けや注意喚起に取り組ん
でいます。営業担当者による訪問時の声掛けに加え、年金受給日に合わせて、営業店窓口やATMコーナーで振り込め詐
欺被害防止啓発チラシを配布しながら、声掛けを行っています。
　また、6月19日に 店舗窓口において詐欺被害を防止し、 職員2名が7月16日に高崎警察署から表彰さ
れました。

土・日も営業!



令和2年度上半期の業績
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※バーゼルⅢ（国内基準）に基づき算出しています。
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▶自己資本比率と自己資本額 （単位：億円）

卸売業・小売業 8.9%

製造業 8.6%

不動産業 
17.1%

各種・サービス業 
8.7%

金融業・保険業 3.6%

地方公共団体
13.0%

個人 24.6%

医療・福祉 3.5%

その他 2.5%

建設業 9.0%
2,360億円
（令和2年9月末）

▶貸出金業種別内訳 貸出金業種別内訳、構成比 （単位：残高	百万円、構成比	％）
令和2年3月末 令和2年9月末

残 高 構 成 比 残 高 構 成 比
製 造 業 19,024 8.3 20,516 8.6
農 業 、 林 業 476 0.2 458 0.1	
漁 業 5 0.0 4	 0.0	
鉱業、採石業、砂利採取業 216 0.0 217	 0.0	
建 設 業 19,891 8.7 21,403	 9.0		
電気・ガス・熱供給・水道業 29 0.0 42	 0.0	
情 報 通 信 業 312 0.1 435	 0.1		
運 輸 業 、郵 便 業 4,667 2.0 4,815	 2.0		
卸 売 業 、小 売 業 18,727 8.2 21,190 8.9					
金 融 業 、保 険 業 8,075 3.5 8,619	 3.6			
不 動 産 業 41,410 18.2 40,427 17.1	
物 品 賃 貸 業 1,075 0.4 1,121	 0.4		
学術研究、専門・技術サービス業 2,010 0.8 2,054	 0.8	
宿 泊 業 266 0.1 411	 0.1		
飲 食 業 2,465 1.0 3,404	 1.4		
生活関連サービス業、娯楽業 3,434 1.5 3,948	 1.6		
教 育 、学 習 支 援 業 828 0.3 936	 0.3
医 療 、 福 祉 8,119 3.5 8,409	 3.5		
そ の 他 の サ ー ビ ス 7,558 3.3 8,665	 3.6	
（ 小 計 ）（138,598） （60.9）（147,082） （62.3）
地 方 公 共 団 体 29,342 12.8 30,702	 13.0
個人（住宅・消費・納税資金等） 59,634 26.2 58,266	 24.6	
合 計 227,575 100.0 236,051	 100.0	

損益の状況

自己資本の状況 国内で業務を行っている信用金庫には、4％以上の自己資本比率が求められています。
令和2年9月末の自己資本比率は、国内基準である4％を大きく上回る10.33％となっています。

自己資本の構成 （単位：百万円）
令和2年3月末 令和2年9月末

コア資本に係る基礎項目の額	 （イ） 20,282 20,508
普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 20,045 20,279
一 般 貸 倒 引 当 金 コ ア 資 本 算 入 額 119 112
土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差
額の45パーセントに相当する額のうち、コア資
本に係る基礎項目の額に含まれる額		

116 116

コア資本に係る調整項目の額	 （ロ） 149 144
自己資本の額　　（イ）−（ロ）	 （ハ） 20,132 20,363
リスク・アセット等の額の合計額	 （ニ） 195,486 196,943
信 用リスク・ア セットの 額 の 合 計 額 185,716 187,173
オペレーショナル・リスク相当額の合計額÷8％			 9,769 9,769
自己資本比率			 （ハ）／（ニ）	 10.29% 10.33%

（注）		令和2年9月末の計数は、仮決算に基づく概数値を表示しています。

預金・貸出金の状況 預金残高は、令和2年3月末と比べて288億円（5.92％）増加し、5,157億円となりました。
貸出金残高は、令和2年3月末と比べて84億円（3.72％）増加し、2,360億円となりました。
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▶預金残高 （単位：億円）
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▶貸出金残高 （単位：億円）

（単位：百万円）
令和元年9月期 令和2年9月期

業 務 純 益 431 359
実 質 業 務 純 益 − 351
コ ア 業 務 純 益 262 351
コア業務純益（投資信託解約損益を除く。） − 239
経 常 利 益 235 234
当 期 純 利 益							 230 225

（注）	１．業務純益＝業務収益一（業務費用一金銭の信託運用見合費用）
	 ２．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
	 ３．コア業務純益＝実質業務純益一国債等債券損益
	 ４．「実質業務純益」「コア業務純益（投資信託解約損益を除く。)」については、
	 	 令和2年3月期より開示しております。



その他有価証券 （単位：百万円）

種 類
令和2年3月末 令和2年9月末

貸借対照表計上額 取 得 原 価 差 額 貸借対照表計上額 取 得 原 価 差 額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 式 − − − − − −
債 券 50,305 49,657 648 53,093 52,471 621
国 債 9,097 8,990 107 8,553 8,466 86
地方債 20,312 19,973 339 20,675 20,328 347
社 債 20,895 20,693 202 23,864 23,676 188
そ の 他 12,118 11,354 764 37,552 36,260 1,292
小 計 62,424 61,011 1,412 90,646 88,732 1,914

貸借対照表計上額が	
取得原価を超えないもの

株 式 − − − − − −
債 券 10,428 10,485 △57 9,495 9,543 △47
国 債 998 1,006 △8 3,491 3,512 △20
地方債 3,780 3,805 △24 2,952 2,963 △10
社 債 5,649 5,674 △24 3,052 3,067 △15
そ の 他 30,764 33,288 △2,523 22,108 22,944 △835
小 計 41,192 43,774 △2,581 31,604 32,487 △882

合 計 103,617 104,785 △1,168 122,251 121,219 1,031

満期保有目的の債券 （単位：百万円）

種 類
令和2年3月末 令和2年9月末

貸借対照表計上額 時 価 差 額 貸借対照表計上額 時 価 差 額

時 価 が 貸 借 対 照 表
計上額を超えるもの

国 債 2,499 2,510 10 − − −
地	方	債 1,929 1,938 9 1,029 1,030 1
外国債券 1,512 1,613 100 1,509 1,615 105
小 計 5,942 6,062 120 2,539 2,646 106

時 価 が 貸 借 対 照 表
計上額を超えないもの

国 債 − − − − − −
地	方	債 − − − − − −
外国債券 − − − − − −
小 計 − − − − − −

合 計 5,942 6,062 120 2,539 2,646 106

時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券 （単位：百万円）
令和2年3月末 令和2年9月末
貸借対照表計上額 貸借対照表計上額

非上場株式 147 145
（注）	１.			「その他有価証券」の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
	 2.	 	有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法、その他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法、

時価を把握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法または償却原価法により行っています。
	 3.	 	売買目的有価証券及び子会社・関連会社株式については、該当ありません。

※本誌に記載の金額および比率は、単位未満を切り捨てて表示しています。

金融再生法に基づく
債権の状況

令和2年9月末の金融再生法に基づく不良債権額は72億78百万円で、令和2年
3月末より2億13百万円減少しました。また、不良債権比率は0.2ポイント改善し、
3.08％となりました。

● 破産更生債権及びこれらに準ずる債権
	 破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥ってい
る債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です

● 危険債権
	 債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従
った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です

● 要管理債権
	 3カ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する貸出金です
● 正常債権
	 債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権です（破産更生債権及びこれらに準
ずる債権、危険債権、要管理債権を除く）

（単位：百万円）
令和2年3月末 令和2年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権	 2,074 1,965
危 険 債 権 3,767 4,262
要 管 理 債 権 1,649 1,050
（ 小 計 ） 7,491 7,278
正 常 債 権 220,385 229,013
合 計 227,876 236,291
不 良 債 権 比 率 3.28% 3.08%

（注)	令和2年9月末の計数は、仮決算に基づく概数値を表示しています。

有価証券の状況
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の営業エリア

１ 本店営業部
高崎市飯塚町1200-1　☎027（360）3111 11 井野支店

高崎市井野町1086　☎027（361）7024 21 矢中支店
高崎市矢中町28-1　☎027（347）6111

２ 本店営業部田町出張所
高崎市田町18　☎027（322）3202 12 西支店

高崎市片岡町3-5-3　☎027（325）7811 22 群馬町支店
高崎市金古町1319-1　☎027（372）1711

3 本店営業部高崎市役所出張所
高崎市高松町35-1　☎027（325）6404 13 前橋支店

前橋市城東町1-4-1　☎027（233）3511 23 箕郷支店
高崎市箕郷町西明屋91-4　☎027（371）2841

4 南支店
高崎市あら町1-14　☎027（322）2816 14 前橋南支店

前橋市南町4-6-1　☎027（223）1230 24 六郷支店
高崎市筑縄町49-1　☎027（361）3550

5 北支店
高崎市住吉町5　☎027（322）3980 15 豊岡支店

高崎市上豊岡町202-1　☎027（327）3833 25 下豊岡支店
高崎市下豊岡町1044　☎027（326）8922

6 飯塚支店
高崎市飯塚町198-2　☎027（362）4110 16 新前橋支店

前橋市古市町1-46-5　☎027（253）1217 26 佐野支店
高崎市上佐野町693-5　☎027（324）7311

7 倉賀野支店
高崎市倉賀野町1077-11　☎027（346）2326 17 高崎市場支店

高崎市下大類町1258　☎027（352）5481 27 石原支店
高崎市石原町3965-1　☎027（324）7444

8 室田支店
高崎市下室田町1143　☎027（374）1155 18 中居支店

高崎市上中居町719-5　☎027（323）5911 28 吉井支店
高崎市吉井町池1479-7　☎027（387）7010

9 室田支店里見出張所
高崎市中里見町69-7　☎027（374）5800 19 浜川支店

高崎市浜川町135-1　☎027（344）1722 29 玉村支店
佐波郡玉村町福島300-1　☎0270（64）3411

10 東支店
高崎市江木町31　☎027（322)6206 20 貝沢支店

高崎市貝沢町1283-1　☎027（361）4121

発行：令和2年11月

店舗ネットワークと営業地域

本誌は環境に配慮した、
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

高崎信用金庫の概要 （令和2年9月末現在）

所 在 地 高崎市飯塚町1200 -1
電　　話 027-360-3000（代表） 
創　　立 大正3年7月1日

会 員 数 28,073名
出 資 金 14億95百万円
預　　金 5,157億円

貸 出 金 2,360億円
店 舗 数 29店舗（うち出張所3）
役職員数 374名


